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（JSMO2021）（Virtual Congress）．2021，2，18‐21（Live Streaming），2021，3，1‐31（On-
demand Streaming）．第18回日本臨床腫瘍学会学術集会抄録集．

2 岡本 翔，安藤寿彦，石井敬太郎，藤田真衣，長家聡明，西岡敦二郎，蒲池和晴，勝屋弘雄，吉村
麻里子，嬉野博志，久保田寧，木村晋也：HLA-haploidentical allogeneic PBSCT using PTCy with
non-TBI regimens: a single-institute experience．第43回日本造血細胞移植学会総会（ハイブリッド
開催）．2021，3，5‐7（オンラインライブ配信），2021，3，12‐31（オンデマンド配信）．抄録
集．

3 田代宏樹，髙橋浩一郎，貞松宏典，栗原有紀，原口哲郎，小宮奈津子，中島千穂，中村朝美，荒金
尚子：安定期末梢血好酸球数はCOPD患者における頻回増悪を予測するバイオマーカーとなる．
第61回日本呼吸器学会学術講演会（ハイブリッド開催）．2021，4，23‐25（会場開催及びオンデマ
ンド配信），2021，4，23‐5，25（オンデマンド配信）．日本呼吸器学会誌，10（増刊）149．

4 髙橋浩一郎，田代宏樹，貞松宏典，内田 賢，加藤 剛，木下 隆，吉田 誠，林真一郎，田尻
涼，高守史子，川口 淳，荒金尚子，川山智隆：未治療COPDに対する tiotropium／olodaterol に
よる身体活動性への効果に関する解析（SCOPE試験）．第61回日本呼吸器学会学術講演会（ハイ
ブリッド開催）．2021，4，23‐25（会場開催及びオンデマンド配信），2021，4，23‐5，25（オン
デマンド配信）．日本呼吸器学会誌，10（増刊）190．

5 髙橋浩一郎：大学院進学の現状と課題～日本呼吸器学会将来計画委員会からの特別報告～．第61回
日本呼吸器学会学術講演会（ハイブリッド開催）．2021，4，23‐25（会場開催及びオンデマンド配
信），2021，4，23‐5，25（オンデマンド配信）．日本呼吸器学会誌，10（増刊）86．

6 貞松宏典，髙橋浩一郎，田代宏樹，原口哲郎，栗原有紀，小宮奈津子，中島千穂，中村朝美，木村
晋也，荒金尚子：当院における肺非結核性抗酸菌症の臨床的検討．第61回日本呼吸器学会学術講演
会（ハイブリッド開催）．2021，4，23‐25（会場開催及びオンデマンド配信），2021，4，23‐5，
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25（オンデマンド配信）．日本呼吸器学会誌，10（増刊）221．
7 田代宏樹，髙橋浩一郎，貞松宏典，栗原有紀，原口哲郎，小宮奈津子，中島千穂，中村朝美，荒金

尚子：肥満を伴った成人発症喘息の臨床的特徴と血清バイオマーカー探索．第61回日本呼吸器学会
学術講演会（ハイブリッド開催）．2021，4，23‐25（会場開催及びオンデマンド配信），2021，4，
23‐5，25（オンデマンド配信）．日本呼吸器学会誌，10（増刊）162．

8 中村朝美，中島千穂，安部友範，岩永健太郎，梅口仁美，荒金尚子：ctDNAを用いた網羅的解析
によるアファチニブ長期奏効予測因子の検討．第61回日本呼吸器学会学術講演会（ハイブリッド開
催）．2021，4，23‐25（会場開催及びオンデマンド配信），2021，4，23‐5，25（オンデマンド配
信）．日本呼吸器学会誌，10（増刊）208．

9 蒲池和晴，嬉野博志，吉田奈央，山本雄大，倉橋祐樹，渡邉達郎，木村晋也：経口DNA脱メチル
化剤OR‐2100は慢性骨髄性白血病幹細胞の自己複製を抑制しTKI の抗腫瘍効果を高める．第25回
日本がん分子標的治療学会学術集会（完全オンライン形式開催）．2021，5，26‐28（ライブ配信），
2021，6，7‐7，31（オンデマンド配信）．抄録集．

10 山田麻里江，中尾真実，山田尚友，中村秀明，長家聡明，久保田寧，木村晋也，末岡榮三朗：不規
則抗体陰性にもかかわらず急性溶血性輸血反応を呈した1例．第69回日本輸血・細胞治療学会学術
総会（WEB開催）．2021，6，4‐6（ライブ配信），2021，6，30‐9，30（オンデマンド配信）．
日本輸血細胞治療学会誌 67（2）：312．

11 ＊飯野忠史，横尾眞子，佐野晴彦，松石英城，牛島浩子，近藤誠司：当院での骨髄移植ドナーの骨髄
採取における細胞数と採取時の検査データの解析．第69回日本輸血・細胞治療学会学術総会（WEB
開催）．2021，6，4‐6（ライブ配信），2021，6，30‐9，30（オンデマンド配信）．日本輸血細
胞治療学会誌 67（2）：371．

12 嬉野博志，倉橋祐樹，渡邉達郎，山下 聡，蒲池和晴，山本雄太，吉田奈央，原田浩徳，通山 薫，
牛島俊和，木村晋也：Silylation of deoxynucleotide analog yields an orally available drug with anti-
leukemia effects．第83回日本血液学会学術集会（完全WEB開催）．2021，9，23‐25（ライブ配
信），2021，9，23‐10，15（オンデマンド配信（教育講演）），2021，10，4‐15（ライブ録画配信）．
抄録集．

13 Hiroo Katsuya, Sho Okamoto, Hiroshi Ureshino, Makoto Eriguchi, Keisuke Kidoguchi, Katsuhide
Eguchi, Motoshi Sonoda, Yasushi Kubota, Toshihiko Ando, Keita Kai, Masataka Ishimura, Shinya
Kimura: Abatacept is a promising targeted agent for severe autoimmune symptoms in CTLA-4 hap-
loinsufficient patients．第83回日本血液学会学術集会（完全WEB開催）．2021，9，23‐25（ライ
ブ配信），2021，9，23‐10，15（オンデマンド配信（教育講演）），2021，10，4‐15（ライブ録画
配信）．抄録集．

14 蒲池和晴，嬉野博志，吉田奈央，山本雄大，倉橋祐樹，渡邉達郎，岡田誠治，木村晋也：Novel
orally available hypomethylating agent OR-2100 impairs CML stem cell．第83回日本血液学会学術
集会（完全WEB開催）．2021，9，23‐25（ライブ配信），2021，9，23‐10，15（オンデマンド配
信（教育講演）），2021，10，4‐15（ライブ録画配信）．抄録集．

15 岡本 翔，石井敬太郎，藤田真衣，長家聡明，西岡敦二郎，蒲池和晴，勝屋弘雄，吉村麻里子，嬉
野博志，久保田寧，安藤寿彦，木村晋也：A Late Relapse of Acquired TTP after Rituximab Ther-
apy Falsely Negative for ADAMTS13 Inhibitor．第83回日本血液学会学術集会（完全WEB開催）．
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2021，9，23‐25（ライブ配信），2021，9，23‐10，15（オンデマンド配信（教育講演）），2021，10，
4‐15（ライブ録画配信）．抄録集．

16 藤田真衣，嬉野博志，蒲池和晴，石井敬太郎，長家聡明，西岡敦二郎，岡本 翔，勝屋弘雄，吉村
麻里子，久保田寧，安藤寿彦，末岡榮三郎，木村晋也：慢性骨髄性白血病における2回目の無治療
寛解維持に関する検討．第83回日本血液学会学術集会（完全WEB開催）．2021，9，23‐25（ライ
ブ配信），2021，9，23‐10，15（オンデマンド配信（教育講演）），2021，10，4‐15（ライブ録画
配信）．抄録集．

17 石井敬太郎，蒲池和晴，岡本 翔，勝屋弘雄，藤田真衣，杉原綾乃，長家聡明，西岡敦二郎，吉村
麻里子，嬉野博志，久保田寧，安藤寿彦，渡邉達郎，甲斐敬太，竹内真衣，大島孝一，木村晋也：
豊富なＴ細胞浸潤やAITL複合を伴う非典型的な進行を認めたびまん性大細胞型Ｂ細胞リンパ腫．
第83回日本血液学会学術集会（完全WEB開催）．2021，9，23‐25（ライブ配信），2021，9，23‐
10，15（オンデマンド配信（教育講演）），2021，10，4‐15（ライブ録画配信）．抄録集．

18 木村晋也：Issues and future directions of academia-pharma collaborations for novel drug develop-
ment．第80回日本癌学会学術総会（ハイブリッド開催）．2021，9，30‐10，2（現地開催及びラ
イブ配信），2021，10，18‐11，12（オンデマンド配信）．抄録集．

19 嬉野博志，渡邉達郎，木村晋也：CML幹細胞を標的としたDNMT阻害剤とTKI の併用療法．第
80回日本癌学会学術総会（ハイブリッド開催）．2021，9，30‐10，2（現地開催及びライブ配信），
2021，10，18‐11，12（オンデマンド配信）．抄録集．

20 田代宏樹，髙橋浩一郎，貞松宏典，栗原有紀，木村晋也，Stephanie Shore，荒金尚子：喘息マウ
スモデルにおける性差と腸内細菌叢の関与．第70回日本アレルギー学会学術大会（ハイブリッド形
式開催）．2021，10，8‐10（現地＋WEB開催），2021，10，8‐11，18（オンデマンド配信）．ア
レルギー 70（6‐7）：793．

21 栗原有紀，田代宏樹，髙橋浩一郎，貞松宏典，荒金尚子：末梢血好酸球増多を示す気管支喘息患者
の臨床的特徴，血清バイオマーカー探索．第70回日本アレルギー学会学術大会（ハイブリッド形式
開催）．2021，10，8‐10（現地＋WEB開催），2021，10，8‐11，18（オンデマンド配信）．アレ
ルギー 70（6‐7）：785．

22 髙橋浩一郎：喘息合併COPDの治療戦略～トリプル製剤による早期治療介入の意義～．第70回日
本アレルギー学会学術大会（ハイブリッド形式開催）．2021，10，8‐10（現地＋WEB開催），2021，
10，8‐11，18（オンデマンド配信）．アレルギー 70（6‐7）：660．

23 貞松宏典，髙橋浩一郎，田代宏樹，栗原有紀，野口吉彦，大村 智，砂塚敏明，木村晋也，荒金尚
子：真菌感作喘息モデルに対するマクロライドEM900の治療効果．第70回日本アレルギー学会学
術大会（ハイブリッド形式開催）．2021，10，8‐10（現地＋WEB開催），2021，10，8‐11，18（オ
ンデマンド配信）．アレルギー 70（6‐7）：793．

24 ○木村早希子，橘川奈生，飛田修康，本岡千佳，古野龍也，竹内耕治，祖川倫太郎，江本晶子，吉村
麻里子，荒金尚子，末岡榮三朗，木村晋也，島ノ江千里：分子標的薬の周術期休薬期間の目安～術
前中止薬管理アプリの開発と臨床応用～．第4回日本腫瘍循環器学会学術集会（WEB開催）．2021，
10，12‐14（ライブ配信），2021，10，18‐29（オンデマンド配信）．第4回日本腫瘍循環器学会学術
集会抄録集，54．

25 Hiroo Katsuya, Lucy B. M. Cook, Aileen G. Rowan, Anat Melamed, Jocelyn Turpin, Jumpei Ito, Saiful

―9―



Islam, Paola Miyazato, Benjy Jek Yang Tan, Misaki Matsuo, Toshikazu Miyakawa, Hirotomo Nakata,
Shuzo Matsushita, Graham P. Taylor, Charles R. M. Bangham, Shinya Kimura, Yorifumi Satou:
Clonality of HIV-1 and HTLV-1 infected cells in naturally coinfected individuals．第7回日本
HTLV‐1学会学術集会（ハイブリッド開催）．2021，11，5‐7（現地開催及びライブ配信）．抄録
集．

26 中村朝美，桑原雄紀，貞松宏典，小宮奈津子，田代宏樹，中島千穂，髙橋浩一郎，荒金尚子：クリ
ゾチニブ既治療ROS1陽性非小細胞肺癌髄膜播種に対してエヌトレクチニブが奏効した一例．第
62回日本肺癌学会学術集会（ハイブリッド開催）．2021，11，26‐28（現地開催とライブ配信），2021，
12，6‐28（オンデマンド配信）．抄録集．

地方規模の学会
1 貞松宏典，髙橋浩一郎，田代宏樹，野口吉彦，大村 智，砂塚敏明，木村晋也，荒金尚子：肥満喘

息モデルにおいて抗炎症作用のみを有するマクロライドEM900はHDM誘導アレルギー性気道炎
症を抑制する．第3回日本アレルギー学会九州・沖縄地方会（WEB開催）．2021，2，20（ライ
ブ配信）．抄録集．

2 髙橋浩一郎：重症喘息の最新トピックス．第3回日本アレルギー学会九州・沖縄地方会（WEB開
催），教育講演．2021，2，20（ライブ配信）．抄録集．

3 荒金尚子：非扁平上皮肺癌における免疫チェックポイント阻害剤併用療法．第61回日本肺癌学会九
州支部学術集会／第44回日本呼吸器内視鏡学会九州支部総会（オンライン開催）．2021，2，27‐28
（LIVE配信），2021，2，27‐3，13（WEB配信）．肺癌 61（3）：270．

4 栗原有紀，中村朝美，原口哲郎，貞松宏典，小宮奈津子，田代宏樹，中島千穂，髙橋浩一郎，荒金
尚子：殺細胞性抗がん剤と ICI 併用療法で irAE胆管炎を発症した2例．第61回日本肺癌学会九州
支部学術集会／第44回日本呼吸器内視鏡学会九州支部総会（オンライン開催）．2021，2，27‐28
（LIVE配信），2021，2，27‐3，13（WEB配信）．肺癌 61（3）：250．

5 中村朝美，中島千穂，荒金尚子，岩永健太郎，梅口仁美：ctDNAを用いた網羅的遺伝子解析によ
るアファチニブ長期奏効予測因子の検討．第61回日本肺癌学会九州支部学術集会／第44回日本呼吸
器内視鏡学会九州支部総会（オンライン開催）．2021，2，27‐28（LIVE配信），2021，2，27‐3，
13（WEB配信）．肺癌 61（3）：258．

6 荒金尚子，中島千穂，岩永健太郎，海老規之，矢寺和博，福田 実，牛島 淳：Liquid biopsy を
用いた網羅的遺伝子検査の有用性．第61回日本肺癌学会九州支部学術集会／第44回日本呼吸器内視
鏡学会九州支部総会（オンライン開催）．2021，2，27‐28（LIVE配信），2021，2，27‐3，13
（WEB配信）．肺癌 61（3）：258．

7 石井敬太郎，岡本 翔，藤田真衣，長家聡明，西岡敦二郎，蒲池和晴，勝屋弘雄，吉村麻里子，嬉
野博志，久保田寧，安藤寿彦，木村晋也：成人Ｔ細胞性白血病に対するHLA半合致末梢血幹細胞
移植の単施設における治療成績．第11回日本血液学会九州地方会（WEB開催）．2021，3，13
（WEB Live 配信）．臨床血液 62（6）：684．

8 木村晋也：ポナチニブの作用機序．第15回日本血液学会関東甲信越地方会．2021，7，10．抄録集．
9 髙橋浩一郎：日本呼吸器学会員における大学院進学の現状と課題．第63回日本呼吸器学会中国・四
国地方会／第59回日本肺癌学会中国・四国支部学術集会（ハイブリッド開催）．2021，8，7‐8（現
地開催及びライブ配信）．抄録集．
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10 田代宏樹：肥満難治性喘息の臨床と基礎：腸内細菌叢の役割．第87回日本呼吸器学会・日本結核
非結核性抗酸菌症学会 日本サルコイドーシス／肉芽腫性疾患学会 九州支部秋季学術講演会（ハイ
ブリッド開催），シンポジウム S3‐1．2021，10，22‐23（現地開催及びライブ配信）．抄録集．

11 栗原有紀，田代宏樹，髙橋浩一郎，貞松宏典，荒金尚子：気管支喘息患者における末梢血好酸球増
多群の臨床特性に関する解析．第87回日本呼吸器学会・日本結核 非結核性抗酸菌症学会 日本サル
コイドーシス／肉芽腫性疾患学会 九州支部秋季学術講演会（ハイブリッド開催）．2021，10，22‐
23（現地開催及びライブ配信）．抄録集．

12 桑原雄紀，中島千穂，貞松宏典，小宮奈津子，田代宏樹，中村朝美，堀晋一朗，平塚昌文，髙橋浩
一郎，荒金尚子：複合免疫療法後に IgE 著明高値を示し，治療前後での組織検体を採取し得た肺
腺がんの一例．第87回日本呼吸器学会・日本結核 非結核性抗酸菌症学会 日本サルコイドーシス／
肉芽腫性疾患学会 九州支部秋季学術講演会（ハイブリッド開催）．2021，10，22‐23（現地開催及
びライブ配信）．抄録集．
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職 名 氏 名 補助金（研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
（千円）

教 授 木村 晋也 上原記念生命科学財団 研究助成
（代表）

成人Ｔ細胞白血病の新しい診断法およ
び治療法の確立

5，000

教 授 木村 晋也 科学研究費助成事業 基盤研究C
（代表）

全ての慢性骨髄性白血病患者の治癒を
目指した新規薬剤の開発と免疫状態の
解明

1，950

准教授 荒金 尚子 日本医療研究開発機構 革新的がん医
療実用化研究
事業（分担）

HER2増幅固形癌に対するトラツズ
マブ・ペルツズマブ併用療法のバス
ケットトライアル

2，000

准教授 荒金 尚子 中外製薬株式会社 研究助成
（代表）

網羅的遺伝子解析結果に基づく肺癌新
規治療の開発

1，500

准教授 荒金 尚子 科学研究費助成事業 基盤研究C
（代表）

がんゲノム検査で得られたゲノム情報
の解析と薬効評価システムの構築

1，170

講 師 髙橋浩一郎 科学研究費助成事業 基盤研究C
（分担）

気管支喘息のトランジションに向けた
教育支援プログラム開発と検証

130

講 師 髙橋浩一郎 科学研究費助成事業 基盤研究C
（分担）

慢性閉塞性肺疾患患者の自己管理能力
における精神・心理的特性の実践的分
析

80

講 師 髙橋浩一郎 科学研究費助成事業 基盤研究C
（分担）

慢性閉塞性肺疾患患者に特化した自己
効力感尺度の開発とその臨床応用可能
性の検討

50

講 師 髙橋浩一郎 科学研究費助成事業 基盤研究B
（分担）

COPDプロアクティブリサーチシス
テムの構築とスステム成果の縦断的検
証

100

講 師 髙橋浩一郎 日本アレルギー学会 出前授業によ
る教育の機会
創出事業
（代表）

アレルギー疾患の子どもが切れ目のな
い医療を受けるためのトランジション
を促進するための出前授業

580

病院講師 嬉野 博志 科学研究費助成事業 若手研究
（代表）

新規DNAメチル化阻害剤を用いた
CML幹細胞を標的とした治療戦略

1，170

病院講師 嬉野 博志 新日本先進医療財団 （代表） 慢性骨髄性白血病治癒のための白血病
幹細胞を標的とした新規DNAメチル
化阻害剤併用治療戦略

1，000

病院講師 嬉野 博志 武田科学振興財団 （代表） 慢性骨髄性白血病（CML）治癒を目
指したCML幹細胞をターゲットとし
た新規DNAメチル化阻害剤併用治療
戦略

2，000

病院講師 嬉野 博志 日本医師会 医学研究奨励
賞（代表）

慢性骨髄性白血病治癒のための白血病
幹細胞を標的とした新規DNAメチル
化阻害剤併用治療戦略

1，500

助 教 勝屋 弘雄 新日本先進医療財団 （代表） HTLV‐1とヒトゲノムのキメラトラ
ンスクリプトとATL発症機序との関
連の解明

1，000

助 教 田代 宏樹 日本アレルギー学会 基礎研究支援
プログラム
（代表）

腸内細菌叢を標的とした肥満喘息の制
御：マクロライド系抗菌薬の役割

2，000

研究助成等
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助 教 田代 宏樹 GSKジャパン研究助成 （代表） 腸内細菌叢が肥満喘息増悪を誘導する
分子メカニズムの解析

2，000

助 教 田代 宏樹 日本呼吸器学会 喘息支援プロ
グラムＡ
（代表）

腸内細菌叢を介した肥満喘息増悪の制
御に関与するバイオマーカー探索

2，000

助 教 田代 宏樹 科学研究費助成事業 若手研究
（代表）

腸管ホルモンGLP‐1をターゲットと
した肥満による難治性喘息の制御

1，560

助 教 中島 千穂 科学研究費助成事業 若手研究
（代表）

cfDNA自然史と抗腫瘍免疫への影響
の解明

1，690

職 名 氏 名 学術（学会）賞名 受 賞 課 題

病院講師 嬉野 博志 第334回日本内科学会九州地方会指導
医賞

新型コロナウィルスワクチン接種後に増悪した免疫性
血小板減少性紫斑病の若年女性

助 教 田代 宏樹 第3回日本アレルギー学会 九州・沖
縄支部地方会 育成賞

肥満喘息の臨床と基礎・腸内細菌叢の役割

学術（学会）賞
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